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システムデベロッパーより報告がありましたので、部分的に公開し
ます。模倣⾏為は知財権侵害となる可能性が⾼いため、内容を変更
し⾃社システム対応などを望む⽅はご連絡ください。

デベロッパー
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世界で起きていること、
国内への影響に注⽬してください。

試験実装第1号は国
が進めている震災
時の通電⽕災防⽌
「 簡 易 型 関 ⼼ ブ
レーカーで2016年
から利⽤されてい
ます。

北⽶での⾷品バイオテ
ロ 法 の ト レ ー サ ビ リ
ティ規則FSMA204の
発効とその影響による
バーコードの50年⽬の
⼤改⾰︕



scodt cloud ver1.0でできること
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基本機能︓物流・POS⾃動認識のGS1標準GS1QRをモバイル閲覧するには・・・
GS1標準の２次元シンボル GS1QR   コード体系
(01)01234567891238(10)231231aB12345DEF(8200)https://scodt.jp

AI01(GTIN14)        AI10(LOT 年⽉⽇とAn20以内) AI8200(URL) 

https://scodt.jp (01)01234567891238(10)231231aB12345DEF

モバイルアプリ scodtでコードを⼊れ替えて
URLのモバイルページを閲覧

WARNING時の
モバイル画⾯
切り替え
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scodt cloud ver1.0デフォルトの詳細は
https://scodt.com

https://scodt.com/


アクセス情報の集積と利⽤
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物流段階で
の⾃動認識

出荷後の⾃社製品の
トレーサビリティで、
市場動向の把握



2022 2023 2024 2025 2026 2027

海外
国内

GS1US ⽶国内POS２次元シンボル移⾏
SUNRISE
2027

⽶国⾷品テロ FSMA204による⾷品トレサビリティ

PLのAI（情報）EC指令による法整備

PL法改正（⾃動運転）論議

⾷品などの本体表⽰のDX

⼯業製品本体表⽰のDX

⾷品

⼯業製品

保険

万博で販売される製品の安全確保とPOSレジDX

国際競争⼒低下・国内産業の衰退
テロ対策・⾷糧安全保障・

DXの遅れ

⾃動運転や情報システムのPL法責任の拡⼤

⼩売側のGS1 2D移⾏

GS1 Digital Link

GS1 2D

GS1 2D

GS1 2Dによる
トレーサビリ
ティ社会実装

公表

北⽶のバイオテロ対策 (FSMA204発令）PL法EC指令などの影響とEXPO2025

作成 渡辺吉明 2022年10⽉31⽇ ©PROCONSULTS2022 複写複製転記転⽤禁⽌

POS
品質表⽰
PS表⽰

リコールDB
保安ネット
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EAN UPS

2023/7/1

2023/4/27
シンポジウム

GS12Dの普及EXPO 2025

※2023/7/5PJは正式にTEAMEXPO チャレンジパートナーに承認された。
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海外における⼀次元シンボルから
２次元シンボル移⾏状況
世界で起き始める2次元バーコード活⽤
店舗のレジで聞こえる「ピッ」。商品外装の1次元バーコードがスキャナーで読み取ら
れるときの電⼦⾳だ。今から50年前にアメリカの⼩売店で初めてこの⾳が鳴った。
この聞き慣れた「ピッ」に変化が起きようとしている。2027年以降、⽶国の⼩売店舗
のPOSレジで2次元バーコードが読み取られるようになる。その取り組みはSunrise2027
と呼ばれ、今から1年前の2022年5⽉のコラムで取り上げた。その後の1年で、消費財流
通で2次元バーコードを活⽤する動きが世界のあちこちで起きている。依然として消費
財流通での2次元バーコード活⽤に関して「静か」な状態が続いている⽇本にも、いず
れこの動きが届くかもしれない。そこで世界で起きている変化を紹介する。
Sunrise2027を全世界に広げるAmbition2027
最初に取り上げるのはAmbition2027。これは⽶国で進むSunrise2027を、いわば全世界に
広げようとする動きだ。Ambition2027を主導しているのはGS1である。

⽶国ではGS1US主導で80％が移⾏︕
欧州でもGS1Gernanyが主導ですでに70~80％移⾏
中国ではGS1Chainaによりほぼ100％

⽇本ではAmazonが
GS1Datamatorixで開始。

世界では
すでに動いている︕

https://www.nri.com/jp/knowledge/blog/lst/2023/iis/mizutani/0531_1

野村総合研究所エキスパート
コンサルタント ⽔⾕禎志様
製品リコール検討委員会委員

https://www.nri.com/jp/knowledge/blog/lst/2023/iis/mizutani/0531_1


scodtの強み

GS1Digital LinkはB2Bでの普及、
B2Cはscodtだけ（2023／6）

2024からの米国での
POS 2Dの普及加速

世界各国でのGS1 2Dの普及加速
デジタルプロダクトパスポート
は資源の安全保障

製品安全、食品安全も消
費者庁にて一元化が公表
された(2023.5）。
リコール政策のDX化加速

産業界
食品業界：FSMA204対応はこれから
グローサリー（雑貨）：対応方法不明
家電、産業用資機材、金物：対応方法不明

B2Cの情報伝
達手段が無い。

世界のリコール情報は
GTIN+ロットで管理

⾷品トレーサビリティ

• 世界で最初のGS1QR実用化と安全
点検アプリとしての実績

• B2Cでの画面切り替え（寿命とリ
コールが特に重要）

• GTINとデバイストークンのアクセ
ス履歴情報の付加価値
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2023年以降の予定
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2025年の⼤阪・関⻄万博での⼤規模社会実装試験に向けた準備、その後のシステムの動向などを下
記に⽰します。グローバルな⼤きな流れとして北⽶より始まった⾷品バイオテロ対策、⾷品ロス対策、
CPSCによる⾮⾷品の規制強化などに併せ、流通⼩売側での１次元バーコードから２次元バーコード
への以降、国内でも⼤阪・関⻄万博はこれらの影響を受けた事業者が参加することが予想されます。
その際に製品そのものの技術とは別に製品出荷後の安全安⼼の確保とそれを確実にするための流通⼩
売システムのDX化が⼤きな役割を担います。

試験運⽤参加事業者の募集



scodt cloud ver2.0の開発について
1. 流通システムを全く知らない⽅でも簡単に専⽤の２次元シンボルを出⼒

（ベーシックプランでは⼩規模事業者は無料で利⽤できます）。
2. 最新のGS1 Digital LinkモバイルカメラのQRコード読み取りで商品情報の

URLにアクセスできアクセス率の⼤幅な向上が期待できます。
3. GS1QRが⾷品原材料トレーサビリティに利⽤されていますが国内ではコー

ドの組み合わせが異なる、またどのシンボルを利⽤するのか、RFIDとの併
⽤なども事業者の選択肢でこのシステムを利⽤し管理が簡素化されます。

4. ロットごとの製品情報をGS1アプリケーション識別⼦で管理、いつでも瞬時
に呼び出すことができます。

5. アプリ機能を⼤幅に向上させ、安全点検だけでなくさまざまなシーンで利⽤
できる様にします。
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scodt cloudは
DXのワンストッププラットフォーム 

あなたの会社、社員様にとって大きなベネフィット

が簡単に実現します！！

論より証拠、まずは試してみませんか。

申し込みフォームに登録し、PDFなどを添付するだ
けで商品ランディングページが自動生成され高機能

なGS1 2Dシンボルで閲覧できます。
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すぐに使えます、すぐに結果も⾒えます!
お試し無料︕

¨製品トレーサビリティによる最新の安全安心

¨流通情報システムのグローバル流通標準対応

¨表示や商品情報の多言語対応

¨経営販売戦略
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• ロット単位のモバイル専⽤サイトを⾃動⽣成
• 詳しい多⾔語の商品情報の提供
• プッシュに依存しない寿命やリコールの通知
• 履歴情報からの再購⼊などの誘導
• 流通システム⾃動認識対応（POSなど）
• 次世代ver2.0ではアプリ無しでパソコンでもダイ
レクトに閲覧できます（GS1 Digital Linkのみ)
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管理システム

他のDB

社名、連絡先、
商品名、GTIN
LOT、寿命、
PDFデータなど ECサイト、店内・

自社内システムな
どとの連携

GS1標準の
シンボル
自動生成

scodt cloudを無料で使う︕

2023/7/1

GS1 Digtal Link
scodt ®

Safety Check

GS1 Data Matorix
scodt ®

商品
ページ

MyPage
管理

（ver2.0より）

アクセス履歴は使
えません。

従来のGTIN

WARNING切り替え

無料で誰でも簡単にGS1標準コード
とシンボルが作れます。

1
2

3
GS1 DigitalLink以外は
アプリでの閲覧
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APPコントロー
ル用フロントエ
ンジン

管理システム

他のDB

管理画面による自動入力、
商品情報、
CSV.画像,PDF

商品説明自動翻訳など ECサイト、店内・
自社内システムな
どとの連携

シンボル自動生成

scodt cloudの全体イメージ

2023/7/1

GS1 Digtal Link
scodt ®

Safety Check

GS1 Data Matorix
scodt ®

コード出力
RFID、POS連動など

商品
ページ

MyPage
管理ver2.0

アクセス履歴を利⽤し、
様々な経営効率化と経
営戦略に活かせます

URL無しのエンコードも可能

従来のGTIN

1

2

3

4

5



モバイルアプリを使⽤しない場合
GS1 DigitalLinkのコード体系をver1.0の機能とし
て基本情報を閲覧できます。
GS1QRやGS1DataMatrixはアプリで閲覧できます。

• 事業者情報、画像、通常時の安全情報がトップ画⾯で常に表⽰さ
れる

• 商品情報、点検時期到来、寿命到来、注意喚起も含め、PDFの取
説、広告、証明書などのプレビュー

• お知らせエリアで事業者の設定したサイトにリンク
• AIの検証機能（取扱説明書ガイドラインによる）を利⽤し、精度

の⾼い商品説明、⾳声ガイドや3D画像などが実現します。

【GS1Digital Linkコード体系】
https://scodt.jp/01/GTIN14/10/231231Ab12345678

お知らせエリア
画⾯タッチで事業者の対応サイ

トリンク

基本的な商品説明
注意喚起

LOGIN
安全点検アプリscodt ver2.0
⾔語選択

品名 ● ● ● ●
製品寿命 7/10/2024
型式  ● ● ● ● ●
事業者  ● ● ● ● 

火災リスクあり。ト
リセツに従い正しく
使用してください。

WARNING
警告

基本機能
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⾷品などの場合の画⾯
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WARNING AREA
画⾯タッチで事業
者の対応サイトリン
ク

動画

簡単な基本的な商品説
明と注意喚起

LOGIN
安全点検アプリscodt ver2.0
⾔語選択

コンテンツ選択

選択したコンテンツ

お気にいり

動画

リコール（⾃主回収）の表⽰
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scodt cloud ver2.0では
GS1 DigitalLinkにより流
通小売システムでの自動
認識と同時に、モバイル
カメラなどのQRコード読
み取りで通常コンテンツ
画面が閲覧できます。画
面はリスク情報に切り替
わり、リスク回避などを
促します。
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アプリでの便利機能
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ver2.0アプリ

1.読み取りボタンでダイレクトに安全点検ができます。
2.連続読み取りボタン
3.個数カウント機能
4.リスト作成保存機能
5.アクセス履歴保存機能
6.保存リストの製品のワーニング情報表⽰
7.買い替え廃棄整理整理機能
8.リスクコードによるリスティング
9.3D製品画像（全画⾯表⽰）と⾳声読み上げ（多⾔語）

家庭や⼩規模事業者などでの在庫や仕⼊れ
（購⼊）リストとして利⽤できます。
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①～④は家庭や小規模事業所などでの仕入れ在庫管理に使え、無駄な重複購入を避けたり、古
いものを知らせてくれるなどの便利な機能を利用できます。
閲覧履歴は寿命（消費期限）到来やリコールなどが発生したロットが履歴にある場合は画面
を「WARNING」に切り替え注意を促します。「再購入」「リコール対応方法」などにもリ
ンクし、事故や再購入の手間を省きます。
⑦ ⑧により、住宅などの長期間使用する設備、機器の買い替えなどに際して、古いものを削
除し新たな物のQRコードをチェックするとアプリの登録リストに加わり、カテゴリーごとに
整理されます。もちろん、製品本体のQRコードで不具合対応、使い方の多言語の説明などは
アプリでなくても直ちに確認できます。
取扱説明書のDX：ver2.0では「取扱説明書ガイドライン」に則った順序でわかりやすくAIに
よる自動翻訳を利用し、音声でのガイドも可能になります。画像も3Dにより全方向から製品
を閲覧し、説明を聞きながら正しく便利に使うことができる予定です。取扱説明書もDXによ
り大きく変わります。ただし企業がそのことを望まない場合はデータベースに保存されたPDF
の閲覧（ver1.0の機能）になります。
ver3.0ではバーチャルリアリティを導入、画面に映った製品からリコールなどの類似品が発
見した場合はWARNINGを発し、その製品のバーコードや本体表示を画像から自動認識し、
型番、コードなどを読み取り、国のリコールデータベースで確認、リコール品の発見を行うこ
とも予定しています。ロット識別のできない製品や一次元シンボルのバーコードでは出荷全数
が対象になります。



n自動入力（日付）、gtinでの商品マスターなどとの連携

n国のリコールデータベースとのリコール情報の連携

n登録ファイル（取扱説明書を含む設計図書、企画書、試験データ

など）の「公開/非公開「DL可否設定」なども可能になります。
n製品登録複製機能など

n自社システムのデータ連携は別途APIで実現します。
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管理システムについて（ver2.0）
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このクラウドシステムのサービスプランに沿ったシステム利⽤メニューとしてISO
により規定されたGS1データ識別⼦によるデータベース管理となり、この識別⼦に
よるコード体系の選択が実現、システムベンダー様の必要に応じた２次元シンボル
やデータホルダーを出⼒することができます（ベーシックプランは対象外）。
これにより例えば⽶国で販売している⾷品にて⾷中毒などの発⽣した場合は、
FSMA204条により24時間以内にFDAの要求する情報を提⽰しなければなりません
が、このシステムを利⽤して直ちにGS1 2Dを⽣成しPDFでそれを送ることで、必
要情報をペーパーレスで瞬時に対応できます。国内でも保健所、国、取引先からの
原材料や製造過程の根拠書類などの提出義務がますます厳しくなり、北⽶のように
24時間ルールも想定し今からその準備ができます。

要求情報の24時間以内の提出対応
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現在はデフォルトver1.０ですが、このデフォルトで社内運⽤（実
際に製品に利⽤できます）し、社内体制を整備してください。製
品事故未然防⽌や取説、表⽰、設計上の課題などの体制整備のセ
ミナーや個別相談もシステムを利⽤している⽅に対応させていた
だいています。デフォルトでは機能的にご満⾜いただけないため、
料⾦設定を50％割引し、特に2023年12⽉20⽇までに所定の申請
をすることで、さらにお得な料⾦体系を⽤意しました。移⾏期間
でしかできない料⾦設定ですので、ぜひご利⽤ください。
移⾏期間のお得な料⾦は別途資料を⽤意しzoomでの説明、実際に
対⾯しての説明も可能ですので、事務局にご連絡ください。
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クラウドシステムなので、利⽤契約をするとアクセスURLとID/PWが発⾏されます。

Scodt（すこどっと)®とはSafety check 
On-Demand Technology(の略で、モバ
イルアプリ名称でもあります。

2023/7/1
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管理システム

モバイル
エンジン

⾷品ロス
⾷品安全
テロ対策
製品安全
CE/3R対策

店内オペレーション

国内外のメーカー、生産
者、輸入事業者など

小売、購入者、使用者

B2B B2C

物流事業者

iOSとandroidのサーバー
アプリによるMy page管理

CSV/excel

2023/7/1

scodt.jp
商品ページ



⼊⼒情報︓AIによるデータベース管理

デバイスの特定
とアクセス位置
情報アクセス時
間から得られる
マッピングなど
の利⽤

GS1
2Dの
発⾏

商品ラベル
などに表⽰

集積データ

scodt cloud 2.0による機能拡張について

モバイルでは
アプリを使う
使わないは利
⽤者の選択。
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scodt cloudによる具体的な効果
製品を特定するGTINとロットを組み込んだGS1QRをア
プリで読むとそのアクセスしたデバイス特定するデバイ
ストークンが得られます。

デバイストークンを利⽤した製品ユーザーと
のリスクコミュニケーション

システムクライアントが得ら
れる世界初のビッグデータ︕

29(C)PROCONSULTS_y.watanabe June2023 Aiiright 
Reserved

製品トレーサビリティ
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GTINとロットに絞り込んだデバイスのアクセス履歴情報の利⽤
Ver1.1との基本的な変更は、コード体系の変更、プッシュ通知、位置情報取得などです。

流通過程、店舗のPOS
での不良品発⾒

消費者に
伝わる安全情報

30(C)PROCONSULTS_y.watanabe June2023 Aiiright 
Reserved

消費期限や⾷
品テロも含む
安全情報
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製品のQRにアクセスした端末を特定するデバイス
トークンを集積します。

(C)PROCONSULTS_y.watanabe June2023 Aiiright 
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⽣産者 製造加⼯者 加⼯・
販売者

物流 消費者
B2B B2C

トラッキング
出荷情報

トラッキング
⼊出荷情報

トラッキング
⼊出荷情報

トラッキング
情報閲覧

(01)GTIN14(10)Lot
生産者情報 事業者間商品情報

購入、消費
する人の知
りたい商品
情報

商品マスター
EDI

消費者安全
商品情報

(01)GTIN14(10)Lot (01)GTIN14(10)Lot

GS1標準でのデジタルトレーサビリティ

属性情報はこの下 属性情報はこの下

POS
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製品トレーサビリティについて
トレースバックとトレースフォアード

情報登録後の
確認

(C)PROCONSULTS_y.watanabe 
June2023 Aiiright Reserved 332023/7/1



製造現場での
の確認

(C)PROCONSULTS_y.watanabe 
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小売店での
アクセス

(C)PROCONSULTS_y.watanabe 
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所有者（使用
者のアクセス

(C)PROCONSULTS_y.watanabe 
June2023 Aiiright Reserved 362023/7/1



実使用者のトレースが実現！

この製品の最終
ユーザーのアクセ

ス履歴(C)PROCONSULTS_y.watanabe 
June2023 Aiiright Reserved 372023/7/1



迅速なリコール告知

(C)PROCONSULTS_y.watanabe 
June2023 Aiiright Reserved 38

集積データよりリコール対象のアクセス端末のデ
バイストークンを利用し、製品所有者、サプライ
チェーン担当など全てのモバイルにプッシュ通知
で知らせます。

リコール対象品アクセス者へプッシュ通知を
３か月で複数回行った後のアクセス履歴で
す。3か月で80%以上の通知確認ができてい
ます。（事故は再発しなかった）プッシュ

画面

クライアントの対
応方法を示した
サイトに誘導し
ます。

このサービスは現在停止して
おり次回更新にて再開予定
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プッシュ通知でも知らせる！

(C)PROCONSULTS_y.watanabe 
June2023 Aiiright Reserved 39

３か月でほぼ収束
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アクセスポイントをマッピングすると⾃社製品
が世界のどこに流通し消費されているかがわか
ります︕

• これが分かれば、売れている地域、売れていない地域
などが判明し、営業戦略として利用できます。

• その地域に向けた多言語対応で、プッシュ通知でのリ
ピーターへのD2Cができます。

• 営業拠点の実績なども可視化し経営効率化にも利用で
きます。

(C)PROCONSULTS_y.watanabe June2023 Aiiright 
Reserved 40

このサービスは現在停止して
おり次回更新にて再開予定
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製品でも

GS1QR

レジの端末でも

物流自動認識でも

リコール
データベース リコール

データベース

B2B B2C

不良品の
発⾒︕

製品ユーザー店内オペレーション出荷後

リコール告知はメーカーや販売した事業者が行います。
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モバイルでQRを
読むと事業者の回
収依頼申し込み
フォームにリンク

住所・名前
連絡先を入力
して送信

宅配業者が回収用の
箱を持ってきて集荷製造・輸入元に配達

リユース用に修理・再利用

資源として処理・原材料と
して再利用

ここをタップ
する

製品ユーザーリコール
品の回収

全てにおいてこのQRでトレーサビリティは得られる
2023/7/1



(C)PROCONSULTS_y.watanabe 
June2023 Aiiright Reserved 43

出荷・販売済み
商品の対応︕

このシステムでは基本的に製造段階や出
荷して梱包された場合は外装箱などに
GS1標準のQRコードをラベルなどで貼る
ことですが、ラベルはDMハガキや販売
出荷時に購入者の自宅に郵送、店頭や流
通段階で差し込むことなどが可能です。

一度、スマホで確認してもらうことをお
願いすることでその後のリスクコミュニ
ケーションが実現します。

交換や修理などを実施したものにも利用
し一度使用者にモバイルで閲覧いただき、
データを得て、システムで寿命通知など
ができます。

これによりこの商品ブランドの信頼性を
高めます。
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とりまとめ

これまで伝票を使い人が納品や販売をしていたことがスマート社会になりネット
で注文したものが当日、翌日に配達され、配達する人もさまざまな個人により行
われています。Amazonの購入後の配達状況や置き配などのデジタルトレーサビ
リティは、FSMA204のデジタルトレーサビリティを実現しているものと思われま
す。ただ、その情報は配達記録でありその商品を購入者や配達した先で使用して
いるとは限りません。より正確にB2C製品トレーサビリティを進めることは、そ
の製品（商品）ユーザーとの新たなコミュニケーション手段になることを、この
「scodt cloud」では証明しています。

なお、このシステムは右の特許「コードを光学的に読み取り安全に関する情報と
して、点検時期、寿命到来、リコールなどの際には画面を切り替えること」を
「要素技術特許」としています。

サービスプロバイダー 一社）PL対策推進協議会 https://PL-taisaku.org
特許権者 渡辺吉明
2023年10月30日
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